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井戸

２
月
７
日(

火
）
、
棚
底
城
跡
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
整
備
に
伴
う
視
察
研
修
の

た
め
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
委
員
ら

１
３
名
で
、
道
の
駅
『
芦
北
で
こ
ぽ
ん
』

と
『
不
知
火
美
術
館
』
を
見
学
し
た
。

道
の
駅
『
芦
北
で
こ
ぽ
ん
』
は
熊
本

県
の
南
部
に
あ
り
、
南
九
州
西
回
り

自
動
車
道
芦
北

I

C

か
ら
１
分
と
ア

ク
セ
ス
も
よ
く
、
休
憩
場
所
と
し
て

も
最
適
な
場
所
で
広
々
と
し
た
駐
車

場
が
目
に
つ
い
た
。
「
J

A

あ
し
き

た
」
が
運
営
す
る
直
売
所
で
は
、
デ
コ

ポ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
、
旬
の
野
菜
な

ど
豊
富
な
農
産
物
、
あ
し
き
た
牛
、
ゼ

リ
ー
な
ど
の
加
工
品
が
販
売
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
隣
接
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

ぎ
ゅ
ー
ぎ
ゅ
ー
亭
で
は
、
あ
し
き
た
牛

の
焼
肉
を
は
じ
め
と
す
る
地
産
地
消

の
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
ち
ょ
う

ど
そ
の
日
が
定
休
日
で
昼
食
会
場
が

急
き
ょ
変
更
に
な
っ
た
た
め
、
堪
能

で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。

不
知
火
美
術
館
は
、
マ
ナ
ブ
間
部

氏
な
ど
宇
城
市
出
身
の
著
名
な
芸
術

家
の
作
品
が
収
蔵
展
示
さ
れ
て
い
る

一
方
、
ク
リ
エ
ー
タ
の
作
品
や
工
芸
品

も
展
示
販
売
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
図

書
館
で
は
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
本
を
読
め
る
空

間
が
あ
り
、
従
来
の
美
術
館
、
図
書
館

の
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
っ
た
斬
新
な
運

営
方
法
が
特
徴
的
だ
っ
た
。

九
州
産
交
グ
ル
ー
プ
カ
ッ
セ
ジ
ャ

パ
ン
が
受
託
し
、
企
画
す
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
と
い
う
テ
ー
マ

に
向
か
っ
て
、
地
域
外
の
需
要
取
り

込
み
や
交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
る
こ

と
で
、
消
費
拡
大
・
地
域
活
性
化
に

よ
る
地
域
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
熊
本
県
の
事

業
で
あ
る
。
石
垣
の
ま
ち
な
み
棚
底

と
天
草
最
高
峰
「
倉
岳
＆
矢
筈
岳
」
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
世
界
文
化
遺

産
「
天
草
の
﨑
津
集
落
」
コ
ー
ス
、
バ

ス
ツ
ア
ー
向
け
の
天
草
西
海
岸
コ
ー

ス
な
ど
数
ヶ
所
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

～体験プログラム造成～

第５期棚底地区振興計画策定中！
棚底地区振興会では、現在、第５期地区振興

計画（令和５年度～７年度）を各部会で審議

中です。振興会が５年度から３ヵ年で取り組む

事業の指針となる重要な作業です。会議では、

第４期（４年間）に取組んだ事業の現状や課

題・特徴を見直した上、今後の方向性を整理

し、基本方針をまとめているところです。観光・

文化や地域振興、福祉、防災など多岐にわた

る項目について、棚底の特色を活かしたまち

づくりを目指して今月中に新たな第５期振興

計画を策定していきたいと思います。

当
日(

２
月
１
５
日
）
は
、
カ
ッ
セ

ジ
ャ
パ
ン
か
ら
「
棚
底
案
内
人
の
会
」
に

観
光
ガ
イ
ド
の
対
価
で
あ
る
案
内
料

の
基
本
情
報
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

両
者
で
コ
ー
ス
別
に
実
施
時
間
や
料
金

設
定
の
内
訳
、
最
少
催
行
人
員
な
ど
を

協
議
し
、
提
案
通
り
確
定
し
た
。

今
後
は
、
３
月
中
に
、
試
験
的
に
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
募
集
し
、
参
加
状
況

を
見
な
が
ら
、
４
月
以
降
の
販
売
に
繋

げ
る
予
定
で
あ
る
。
案
内
人
の
会
で
は
、

ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど
課
題
も
あ
る
が
、

今
回
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
地
域
振

興
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
す
る
。

会議に臨む「棚底案内人の会」会長ら

道の駅「芦北でこぽん」の施設正面

令和５年２月１０日から緩和

🔶感染防止対策チェックリスト

🔶利用者名簿
両方とも提出が不要となりました

※ワクチンを接種した方も含め、引き続き、

マスクの着用、検温、手洗い及び消毒の徹

底、３つの密の回避、人との距離の確保な

ど感染防止対策を講じた上での利用にご

協力ください。



　

令和５年３月号

１月末

908（-4)

１２月末

479 1,023（-3）

912

479（0） 1,026

棚底地区振興会　　会報№２０７（５、３、１）

１月末 １２月末

605（-2)

高齢化率　　　
５１.４６％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 274（0）274 607

442(-3）

1,195（-3）

宮　田 445

2,545 2,536（-9）合　計 1,198

今月の石垣散策トイレ掃除当番
地域づくり部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

３月 １日（水）～７日（火）

春の全国火災予防運動

４月 ９日（日 ）熊本県会議員選挙

４月２３日（日）史跡めぐり＆ウォーキング

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
第
８
１
号

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

㉓

棚
底
城
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
た
く

さ
ん
の
柱
穴
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
建

物
が
何
回
も
建
替
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

Ⅱ
郭
で
は
、
発
掘
調
査
で
判
明
し
た

戦
国
時
代
の
建
物
の
寸
法
に
合
わ
せ

た
東
屋
を
建
設
中
で
す
。
来
訪
者
の
方

が
利
用
す
る
休
憩
所
と
し
て
整
備
し

て
お
り
、
壁
面
に
解
説
看
板
を
設
置
し

ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
棚
底
城
跡
の
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

今
は
写
真
の
よ
う
な
眺
望
で
す
が
、
樹

木
伐
採
も
予
定
し
て
い
る
の
で
、
東
屋

か
ら
集
落
と
海
が
一
望
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

来
年
度
は
、
Ⅱ
郭
か
ら
Ⅰ
郭
に
登
る

通
路
と
切
岸
の
保
全
整
備
工
事
、
横
道

側
の
樹
木
伐
採
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
整
備
工
事
へ
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

倉
岳

【１月末に東屋の基礎ができあがりました】

今
更
で
す
が
、
「
天
空
の
鳥
居
」
や

W

A

N

I

M

A

の
お
陰
で
急
激
に

登
山
者
が
増
え
た
倉
岳
に
つ
い
て

少
々
知
っ
た
か
ぶ
り
と
い
う
こ
と

で
・
・
・
・
。

倉
岳
の
標
高
は
六
八
二
ｍ
で
す
が
、

地
図
に
よ
っ
て
は
六
八
二
・
二
ｍ
と

少
数
点
が
つ
き
ま
す
。
山
頂
に
は
一
等

三
角
点
が
設
置
さ
れ(

天
草
で
は
二
ヵ

所
）、
三
角
点
標
柱
の
高
さ
の
二
〇
㎝

が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
従
っ
て
、
三
角
点
が
な
い
山
に
は

小
数
点
以
下
は
つ
き
ま
せ
ん
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
倉
岳
は
、
天
草
第
一
の
高

峰
で
、
二
番
目
は
隣
の
矢
筈
嶽(

六
二

六
ｍ
）
で
す
。
よ
く
有
明
町
の
老
嶽
が

二
番
目
と
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
出

版
物
な
ど
今
で
も
間
違
っ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
山
頂
に
は
岩
石
が
露
出
し
て

い
ま
す
が
、
火
成
岩
類
安
山
岩
と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
時
代
的
に
は
新

生
代
新
第
三
紀(

約
千
五
百
万
年
前
）

の
火
山
活
動
に
よ
る
マ
グ
マ
の
隆
起

で
形
成
さ
れ
た
山
岳
と
な
り
ま
す
。
こ

の
安
山
岩
は
種
類
に
よ
っ
て
は
原
始

の
石
器
に
利
用
さ
れ
る
ほ
ど
硬
い
も

の
で
、
そ
の
硬
さ
故
、
倉
岳
は
風
雨
で

浸
食
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
他
の
山
々
が

低
く
な
っ
て
も
そ
の
ま
ま
の
高
さ
で

存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
表

層
で
安
山
岩
が
見
ら
れ
る
の
は
天
草

で
も
数
少
な
く
、
倉
岳
、
矢
筈
嶽
、
老

嶽
周
辺
、
大
矢
野
島
の
一
部
、
下
島
で

棚
底
城
跡
は

東
屋
建
設
工
事

は
富
岡
半
島
ぐ
ら
い
で
す
。

ご
案
内
の
と
お
り
、
山
頂
に
は
江
戸

期
に
建
立
さ
れ
た
旧
棚
底
村
、
浦
村
、

河
内
村
の
祠
が
あ
り
ま
す
。
総
じ
て
倉

岳
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
か

の
号
で
江
戸
期
の
棚
底
諏
訪
神
社
の

宮
司
は
代
々
大
光
院
と
い
う
山
伏
で

あ
っ
た
と
紹
介
し
ま
し
た
が
、
当
時
は

修
行
の
た
め
倉
岳
を
中
心
に
多
く
の

山
伏
が
往
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
龍
ヶ
岳
～
姫
戸
～
松
島
～
有
明
～

栖
本
に
は
急
峻
な
崖
や
岩
、
滝
な
ど
荒

行
に
も
っ
て
こ
い
の
場
所
が
多
く
点

在
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
ト
レ
イ
ル

ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
が
そ
の
足
跡
の
一

部
を
歩
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

棚
底
三
区

歳
川

喜
三
生

【天空の鳥居のスケッチ】


